
TC特性を利用したサプライヤー様領域の
共同配送ネットワーク（TC型SCM）の構築KASUMI

■第一回 北海道 地域フィジカルインターネット懇談会

■２０２３年７月２８日

■株式会社カスミ 営業統括本部

■SCM担当マネジャー

■齋藤雅之（さいとう まさゆき）

Supermarket
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http://www.kasumi.co.jp/


カスミ物流体制の紹介
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◇創業 1961年
◇店舗数 1９４店舗
◇資本金 1億円(2020年3月末)
◇営業収益 2,845億円(2023年4月末)
◇本社 茨城県つくば市
◇事業内容 食料品、家庭用品、衣料品等の小売

販売を行うスーパーマーケット事業

Supermarket

茨城
106

栃木
7

埼玉
３3

群馬
4

千葉
３5東京

２

店舗数：１９４店舗

スーパーマーケット

無人店舗１店舗含む
小型スーパー4店舗

Kasumi LABO 3

3

http://www.kasumi.co.jp/


Supermarket

CDＣ

IDＣ

SDＣ

CDＣ

中央流通センター

IDＣ

岩瀬流通センター

SDＣ

佐倉流通センター

ロジスティクスセンター

加工センター 配送・構内業務委託企業

■ＳＢＳロジコム株式会社

■飯塚運輸株式会社

■生熊運送株式会社

■三共貨物自動車株式会社
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KDC 中貫DC 千代田倉庫 SKDC
Sakura Kasumi Dry Center

http://www.kasumi.co.jp/


ＩＤＣ

三共貨物

ドライ チルド 配送

TC TC

三共貨物

三共貨物

SBS
ロジコム

CDC

各協力企業

ドライ チルド 配送

TC TC

SBS
ロジコム

飯塚運輸

SBSロジコム

飯塚運輸

生熊運送

SDC

SBSロジコム

TCTC

ドライ チルド 配送

SBSロジコム

カスミSCM
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業務委託体制

ドライ

DC

国分関信越(株)

SBS
ロジコム

SKDC

KDC



カスミの物流戦略
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作る人 運ぶ人 使う人

Ｖ Ｓ

①店舗販売 ②ネット販売
③移動販売 ④電話販売
⑤会員販売 ⑤御用聞き販売

地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

消費

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

注文

生活者

生活者

生活者

ネット販売企業

地域
生産者

輸入商社

工場
メーカー

地域産品・地域商品

大量工場生産品

海外生産品

消費・注文

在庫・流通加工・出庫

GMS/SM/CVS
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作る人 運ぶ人 使う人

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者
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地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

消費

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

注文生産者 流通加工/店舗配送ベンダー物流 消費者店内物流

前後工程の様々な要望/条件により、
物流上のボトルネックが発生している。

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

納
品
条
件

荷
役
Ｌ
Ｔ

取
引
条
件

入
荷
条
件

サ
ー
ビ
ス

発
注
条
件

需
要

加
工
Ｌ
Ｔ

取
引
条
件

荷
役
Ｌ
Ｔ

加
工
Ｌ
Ｔ

所
在
地

取
引
条
件

販売物流
の課題
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作る人 運ぶ人 使う人

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者
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地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

消費

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

注文生産者 流通加工/店舗配送ベンダー物流 消費者店内物流

前後工程のボトルネック（悩み）を
推進エネルギーにして連携を強化する。

連
携

連
携

連
携

連
携

納
品
条
件

荷
役
Ｌ
Ｔ

取
引
条
件

入
荷
条
件

サ
ー
ビ
ス

発
注
条
件

需
要

加
工
Ｌ
Ｔ

取
引
条
件

荷
役
Ｌ
Ｔ

加
工
Ｌ
Ｔ

所
在
地

取
引
条
件
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課題解決
方法



作る人 運ぶ人 使う人

地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

消費（需要）

■ ＤＣＭ領域
■ ＳＣＭ領域

DＣＭ領域の
ボトルネック

の解決

物流コスト
上昇

SＣＭ領域の
ボトルネック

の解決

運べない
危機 （小売物流の強み）

立ち位置の強みを活かした
SCM／DCM最適化
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サプライチェーン全体のムダな在庫／物流／事務作
業を削減して、流通を効率化させる
前後工程連携・・・

ＳＣＭの共通認識
11



ＳＣＭの共通認識

サプライチェーン全体のムダな在庫／物流／事務作
業を削減して、流通を効率化させる
前後工程連携・・・

12

【目的】ムダな物流（店内物流含む）
＆事務作業を無くしていく



ＳＣＭの共通認識

サプライチェーン全体のムダな在庫／物流／事務作
業を削減して、流通を効率化させる
前後工程連携・・・

13

①発荷主／着荷主の連携施策
前後工程の物流課題を明確にし、

物流効率を優先した取引条件の変更を検討する
（１/２ルール、発注ロッド、発注頻度、発注LT、納品LT、その他）

②物流現場との連携施策
物流危機の本質はドライバー不足

運送事業者を主役にした共同配送の必要性

③ＩＣＴ情報連携施策（ＡＢＣの可視化）



お取引先様のドライバー不足に機能する
TC特性を利用した配送ネットワーク構築

（TC型SCM）
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1990年の貨物自動車事業法施行以降、規制緩和の影響により新規参
入事業者が急増。2008年以降は事業者間の競合等の影響により退出
事業者が増加。ドライバー不足・高齢化等の影響もあり、今後も退出事業
者の増加が見込まれる。

ドライバー不足 トラック事業会社数の推移

全日本トラック協会資料より

廃業 開業
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16

ドライバー不足 2024年問題（残業規制・割増賃金）

16

2024年4月1日からの年間残業時間960時間の総量規制施行により、
時間給計算になっているドライバーは、経済的問題を抱える。収入減によ
るドライバーの離脱者が増加し、運送事業者は悪条件の荷主からの離脱。

労働力不足によるトラック貨物輸送の倒産件数増加が益々懸念

2024年問題の本質

働き方改革関連法によって、「自動車運転の業務」に対し、年間
残業上限960時間の適用が中小企業運送事業者へ開始される

【運送事業者視点】
1日に3.6時間以上の時間外労働が許されな
い上に、2.7時間を超えれば、これまでの倍額
の時間外手当を支払わなければならなくなる。

法的にも経営的にも
時間外労働の抑制現象が起きる

基本給等をアップできなければ・・・

■ 収入減ドライバーの離脱

■ 運送事業活動の縮小

■ 悪条件の荷主からの離脱
（選ばれない企業の増加）



作る人 運ぶ人 使う人

地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

消費（需要）

DＣＭ領域の
ボトルネック

の解決

物流コスト
上昇

SＣＭ領域の
ボトルネック

の解決

運べない
危機

17

カスミの協力企業を中心に、2006年から店舗配送車両を利用したサプ
ライヤーの納品代行がスタート。カスミは自社物流センターの遊休時間（ス
ペース）と搬送機器を配送会社と取引先へレンタルし運用をサポート。
現在は取引先・同業他社に関連する物流協力企業同士が互いに連携する
配送ネットワークに発展している。

TC特性を利用した調達ネットワーク構築



配送

必要な商品を必要な時間に必要な分だけ仕入れ、新鮮
な商品を安全に消費者へお届けする。主に食品小売企
業のスタンダードシステムです。

店内陳列

店 舗

ピッキング

経由センター

納品

メ
ー
カ
ー

ＴＣ型物流

ＴＣ型ＳＣＭとは・・・ 18

物流企業を主役へ



入荷

ベンダー センター 店舗

kasumi kasumi
調 達 店 配

納品代行をベースにした共同配送ネットワークを構築

１４：００ １９：００ ０：００ ５：００ １０：００

３０車両

１５車両

出荷

■ 経由センター型サプライチェーンマネジメント
（ＴＣ型ＳＣＭ）

ＴＣ型ＳＣＭとは・・・ 19



入出荷コントロールの推進

店舗配送車両を利用 納品コントロール

【センターメリット】
①作業効率化
②スペース効率化
③入場車両削減

【メーカーメリット】
①配送コスト削減
②入荷クレーム減少
③増便対応力

【店舗メリット】
①カテゴリー管理
②ＢＣＰ対応力
③静脈物流対応力

改善効果

店舗配送調達物流
店
舗

メ
ー
カ
ー 物流センター

kasumi

ＴＣ型ＳＣＭとは・・・ 20



入出荷コントロールの推進

ＴＣ型ＳＣＭとは・・・

入荷車輌の削減

１日当たりの納品車輌数の推移（期間平均値から算出）

単位（車輌）

194

180

156

124

98

0 50 100 150 200 250

2007年

2010年

2013年

2016年

2019年 2007年／2019年比
１日約50.5％の納品車
輌を共同配送により削減

21



入荷量の平準化

入荷台車の構内滞留時間別構成比
（一定期間の日別平均値から評価）

2008年9月

47%

24%

7%

9%

7% 4%

2%

0%

1Ｈ

2Ｈ

3Ｈ

4Ｈ

5Ｈ

6Ｈ

7Ｈ

8Ｈ

2009年9月

50%

32%

8%
7% 3%

0% 0%0%

1Ｈ

2Ｈ

3Ｈ

4Ｈ

5Ｈ

6Ｈ

7Ｈ

8Ｈ
２００９年９月週間平均２００８年９月週間平均

ＳＣＭの推進により、最
大７００台車の商品をＪＩ
Ｔ入荷させる ことが可
能になった。

滞留台車

２２％
１０％

入出荷コントロールの推進

４時間以上の仕分前滞留品を約１２％削減、
約８２％が入荷から２時間以内で仕分終了。

ＴＣ型ＳＣＭとは・・・ 22



TC型SCMの構築ポイント
（他社との実質的共同配送）
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空

積載率８６％

実車率６６％

４ｔトラック積載率調査

全運行の約４０％の空間
が使われていない。

物流インフラ資源

資源

ＴＣ型ＳＣＭの構築ポイント

ロジスティクスセンター

CDＣ

IDＣ

SDＣ

CDＣ

中央流通センター

IDＣ

岩瀬流通センター

SDＣ

佐倉流通センター

各センターが情報収集拠点

積載情報収集
と連携先探索
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8℃エリア
1,180坪

常温エリア
495坪

0℃エリア
325坪

１
２

１
１

１
０

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

立入禁止

ドライTC チルドTC

ＴＣ型ＳＣＭ
対応レイアウト

物量波動対応＝カテゴリー管理

人
員
最
適
化

人
員
最
適
化

人
員
最
適
化

効率的なI型動線
最大１２箇所の同時仕分が可能
①メーカー物流の共同配送対応レイアウト
②カテゴリー仕分推進による店内物流削減
③人員投入最適化による仕分効率化

仕

分

入

荷

出

荷

ＴＣ型ＳＣＭの構築ポイント
ＴＣ型ＳＣＭ対応
レイアウト
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ＴＣ型ＳＣＭの構築ポイント

(株)カスミ
物流/商流

三共貨物(株) 
調達物流部

参加物流企業
約８０社

ベンダー・メーカー
約４００社

マッチング

条件交渉

契約スキーム

各ステークホルダ
と契約スキーム

①センタースペースレンタル
②搬送機器レンタル
③商流での原価低減

カスミの主な収入源

26



≪日本自動車工業会資料より≫

CDＣ

IDＣ

SDＣ

競合他社との
実質的な共同配送

カスミと競合他社は直接共同配送はできないが、
物流企業を契約主体にすることにより実質的な
共配インフラへと成長している。

取引先の困りごとを解消
実質的な競合他社との共同配送

取引先B カスミTC

取引先A

取引先C カスミ
店舗

カスミ
店舗

カスミ
店舗

他小売
TC

賃貸エリア

他小売
TC

カスミTCの空いているスペース／時間
搬送機器、事務所を物流企業へレンタル

センター前XDフロー

ＴＣ型ＳＣＭの構築ポイント

小売
E社小売

A社 小売
C社

小売
F社

小売
B社

小売
D社
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≪日本自動車工業会資料より≫

CDＣ

IDＣ

SDＣ

競合他社との
実質的な共同配送

取引先B カスミTC

取引先A

取引先C カスミ
店舗

カスミ
店舗

カスミ
店舗

他小売
TC

賃貸エリア

他小売
TC

カスミTCの空いているスペース／時間
搬送機器、事務所を物流企業へレンタル

センター前XDフロー

物流企業が主導する理由

28

■リソースとなるトラックの積載余力は、ドライ
バーと各社の配送管理者しか判らない。

■I Tデバイスによる積載状況の可視化も可能
だが、車両をチャーターしない限りSCM上の他
社積載情報は運送会社が握ることになる。

■荷主主導の可視化はバースマネジメント止まり
で、共同配送のマッチングまでは実現できない。

小売
E社小売

A社 小売
C社

小売
F社

小売
B社

小売
D社



≪日本自動車工業会資料より≫

取引先B カスミTC

取引先A

取引先C カスミ
店舗

カスミ
店舗

カスミ
店舗

他小売
TC

賃貸エリア

他小売
TC

（店別納品契約のベンダー様）
仕分代行サービスを実施

29

ドライバーの機能時給は
3,000円以上

SDC／IDCでは納品代
行専属の構内作業員を配
置し、納品ドライバーさんは、
仕分や検品を彼らに任せ
て次の配送業務へGO！！

SDCの納品代行構内担当員

納品ドライバーの効率化施策



【目的】

①入荷受付： 効率的なバースアテンドにより、納品車両の滞留
（ドライバー負担）を削減する。

②入荷管理： 入荷時の異常を発見し早期対策を図る。

③車両積載情報の見える化により、入荷検収業務を誰でも簡単
にできるようにする。

車両マスタ型ＷＭＳ

30

納品ドライバーの効率化施策



積込

コード９９１０５０
にて、受付開始。

佐倉流通センター

配送
受付

Ａ商品コード
○○-○○○○

Ｂ商品コード
△△-△△△△

㈱ 明治

Ｃ商品コード
××-××××

Ｄ商品コード
□□-□□□□

㈱ 明送
９９１０５０
Ａ商品
Ｂ商品
Ｃ商品
Ｄ商品
・
・
・

ＳＤＣ入荷受付の仕組み

車両マスタ型ＷＭＳ

31

納品ドライバーの効率化施策



マルハニチロ
フロマック
ケンコー
ルッコラ
ロピア
田口

ホクガン
ふじや①
フルティシエ

あずま
アンジュール
栃木レモン

イオンＴＶ／ふじや

80829（日本アクセス）
43354（三菱食品）
81124（三菱食品）
15989（茨城水産）
15970（広洋食品）
4170（日本アクセス）

47830（ニイガタキャリィ）
3204（国分）

41394（岩下食品）
30449

ＡＢＣロジテム 991161

一発着荷可能。
伝票を見て、合わせていく。
ふじやは、日本アクセスと茨城水産の2種あり。納品伝
票を確認すること。

ただし、ニイガタキャリのヤスダヨーグルト他は、993322
に移動済み。三共和日配。22時チームにて出力対応。

佐々木
栃尾
関本
新札幌

47830（ニイガタキャリ） 三共貨物自動車 993322
991161のABCロジテムから独立。22時チームにて出力
対応。

いばらく乳業
（新札幌乳業）
ヤスダヨーグルト

原田

5908（いばらく乳業）
47830（ニイガタキャリ）

三共貨物自動車 993333 一発着荷可能。22時チームにて対応。

カネカシーフーズ
カネリョウ
リュウコク
その他

13340（常洋水産）
40436（常洋水産）
46906（茨城水産）

マックＤＳ
（鮮魚便）

992037

鮮魚商品。もずく系、めかぶ系、とろろ系。
今後も商品が増える可能性が大きいため、着荷時に納
品書を見て、着荷させること。
基本的に、一発着荷可能。

商品と入荷車両の紐付け

32



９９１０５０を入力

着荷確定

検索をかける

全ての商品がリストアップされる

ＷＭＳ画面操作

33



受付票出力

受付票のバーコードを
スキャンすることにより
検品が開始されます。

着荷確定

受付票出力までが
受付の仕事

構内検品 現場へ

入荷受付の流れ

入荷検収が誰でも
簡単にできる。
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１時間前に納品業者様の
受付票を出力しておく。

納品ドライバーを待たせないバースマネジメント

車両と入荷バースの紐付け

トラックが入っているバースを可視化。
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入荷受付システムの効果
受付⇒ バース案内まで1分未満で完了

受付開始

１分未満でご案内

入荷受付システムの効果
36



～お褒めの言葉～

納品ドライバー
さんから、最高の
褒め言葉を
いただきました！

37



ＳＮＳによるコミュニケーションの拡大は
情報伝達方法と価値観を大きく変えた・・・

ニセモノが淘汰され
共感をより多く得たホンモノが生き残る時代

Social Shift

ソーシャルシフト

≦結 果 プロセス

情報を
信用する

人を
信用する× ○

38

現場を主役にする理由



ＳＮＳによるコミュニケーションの拡大は
情報伝達方法と価値観を大きく変えた・・・

ニセモノが淘汰され
共感をより多く得たホンモノが生き残る時代

Social Shift

ソーシャルシフト

≦結 果 プロセス

情報を
信用する

人を
信用する× ○物流現場は前後工程

の異常を目撃している

39

現場を主役にする理由



作る人 運ぶ人 使う人

①店舗販売 ②ネット販売
③移動販売 ④電話販売
⑤会員販売 ⑤御用聞き販売

地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

消費

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

店舗

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

注文

生活者

生活者

生活者

ネット販売企業

地域
生産者

輸入商社

工場
メーカー

地域産品・地域商品

大量工場生産品

海外生産品

消費・注文

在庫・流通加工・出庫

GMS/SM/CVS

40

前後工程（人）の連携によるムダの削減

前後工程の役割を考える（小売の役割とは）・・・

山と谷の日本列島では、古き時代より谷と裾野を中心に人々が暮らし、地域の小さなサー
クルで富の再分配を実行してきた。

そして現在、少子高齢化・人口減少・ＳＮＳコミュニケーション等々～日本の人口動態は世界
に先駆けて変革期に突入し、尚且つ、インターネットを中心としたICTコミュニケーションは、
生活者のライフスタイルを変化させた。

国内の小売物流（販売物流）は、日本で暮らす全ての
生活者に必要な生活品を届けるための基盤であり、

全ての国内産業の活動インフラである。

40

最後に・・・



作る人 運ぶ人 使う人

①店舗販売 ②ネット販売
③移動販売 ④電話販売
⑤会員販売 ⑤御用聞き販売

地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

消費

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

店舗

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

注文

生活者

生活者

生活者

ネット販売企業

地域
生産者

輸入商社

工場
メーカー

地域産品・地域商品

大量工場生産品

海外生産品

消費・注文

在庫・流通加工・出庫

GMS/SM/CVS

41

前後工程（人）の連携によるムダの削減

① 日本は９６％のエネルギーを外国に依存している。
② 小売物流は全ての生活者の生命インフラ。
③ 全ての商品には物流コストが含まれている。

エネルギー
問題

41

最後に・・・

前後工程の役割を考える（小売の役割とは）・・・



作る人 運ぶ人 使う人

①店舗販売 ②ネット販売
③移動販売 ④電話販売
⑤会員販売 ⑤御用聞き販売

地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

消費

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

店舗

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

注文

生活者

生活者

生活者

ネット販売企業

地域
生産者

輸入商社

工場
メーカー

地域産品・地域商品

大量工場生産品

海外生産品

消費・注文

在庫・流通加工・出庫

GMS/SM/CVS

42

前後工程（人）の連携によるムダの削減

エネルギー
問題

カスミ

青果市場

鮮魚市場

エネルギー
問題

販売物流のムダを
削減することで、
国内のエネルギー
消費を抑制できる。

42

最後に・・・

① 日本は９６％のエネルギーを外国に依存している。
② 小売物流は全ての生活者の生命インフラ。
③ 全ての商品には物流コストが含まれている。

前後工程の役割を考える（小売の役割とは）・・・



作る人 運ぶ人 使う人

①店舗販売 ②ネット販売
③移動販売 ④電話販売
⑤会員販売 ⑤御用聞き販売

地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

消費

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

店舗

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

注文

生活者

生活者

生活者

ネット販売企業

地域
生産者

輸入商社

工場
メーカー

地域産品・地域商品

大量工場生産品

海外生産品

消費・注文

在庫・流通加工・出庫

GMS/SM/CVS
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前後工程（人）の連携によるムダの削減

メーカー ベンダー 小売業者 消費者
産地

サプライヤ

ＩＣＴ ＩＣＴＩＣＴ

ＴＣ
（ＷＭＳ）

ＤＣ
（ＷＭＳ） 需要予測

配送管理
システム
（ＴＭＳ）

納品代行
マッチング
システム
（ＴＵＢ）

メーカー

グループＰＣ

市場

ベンダー産地買い

施設／マテハン（搬送機器／設備）

ＴＣ
（ＯＰ/設備/ＷＭＳ）

ＤＣ（ＯＰ/設備/ＷＭＳ）

調達物流
（ＯＰ：納品代行/ＦＧ/幹線）

配
送
帳
合

ラストワンマイル

消費者

マッチング
システム

（商流/配送）

店
舗
（
Ｆ
Ｒ
Ｍ
）

配
送
（
Ｔ
Ｍ
Ｓ
）

小売

小売

（
ド
ロ
ー
ン
）

（
箱
ポ
ス
）

（
移
動
販
売
）

（
宅
配
便
）

システムはツール…
データは共通言語…
ＳＣＭの本質は連携力！！

データでは何も変わらない…
効果を創出する現場力が必要！！

43

最後に・・・

ＥＰＣＩＳ
データ連携

前後工程の役割を考える（ICTの役割とは）・・・



作る人 運ぶ人 使う人

①店舗販売 ②ネット販売
③移動販売 ④電話販売
⑤会員販売 ⑤御用聞き販売

地域産品・地域商品

在庫・流通加工・出庫

在庫・流通加工・経由

加工・販売・注文

消費

店舗

地域
生産者

市場・問屋物流
（ＴＣ＞ＤＣ）

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

輸入商社
問屋物流
（ＴＣ＜ＤＣ）

工場
メーカー

メーカー・問屋物流
（ＤＣ）

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

生活者

在庫・流通加工・出庫

集荷・流通加工・在庫・経由

大量工場生産品

海外生産品

店舗

店舗

店舗

小売物流
（ＴＣ≧ＤＣ）

注文

生活者

生活者

生活者

ネット販売企業

地域
生産者

輸入商社

工場
メーカー

地域産品・地域商品

大量工場生産品

海外生産品

消費・注文

在庫・流通加工・出庫

GMS/SM/CVS
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前後工程（人）の連携によるムダの削減

メーカー ベンダー 小売業者 消費者
産地

サプライヤ

ＩＣＴ ＩＣＴＩＣＴ

ＴＣ
（ＷＭＳ）

ＤＣ
（ＷＭＳ） 需要予測

配送管理
システム
（ＴＭＳ）

納品代行
マッチング
システム
（ＴＵＢ）

メーカー

グループＰＣ

市場

ベンダー産地買い

施設／マテハン（搬送機器／設備）

ＴＣ
（ＯＰ/設備/ＷＭＳ）

ＤＣ（ＯＰ/設備/ＷＭＳ）

調達物流
（ＯＰ：納品代行/ＦＧ/幹線）

配
送
帳
合

ラストワンマイル

消費者

マッチング
システム

（商流/配送）

店
舗
（
Ｆ
Ｒ
Ｍ
）

配
送
（
Ｔ
Ｍ
Ｓ
）

小売

小売

（
ド
ロ
ー
ン
）

（
箱
ポ
ス
）

（
移
動
販
売
）

（
宅
配
便
）

ＥＰＣＩＳ
データ連携

システムはツール…
データは共通言語…

ＳＣＭの本質は連携力！！

44

物流現場の価値を上げるための
システム構築

フィジカルインターネットの効果に繋がる

最後に・・・

前後工程の役割を考える（ICTの役割とは）・・・

発着荷主×物流人財×ＩＣＴ連携
＝新たなムダな物流の発見



フィジカルインターネットで
前後工程の現場が連携する
知のエコシステムを
構築しよう！！

ありがとうございました！！
presents   by
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STEP1での運用フロー（運送会社視点）

現
状
運
用
フ
ロ
ー

新
運
用
フ
ロ
ー

取引先から
配送依頼の
FAX受信

協力先に
FAX送信

運行開始
各拠点で紙を
見ながら作業

実績
打ち込み

（請求情報作成）

＜事務所＞

取引先から
配送依頼の
FAX受信

配送確定
情報登録・
協力先に
配送依頼

＜事務所＞

運行開始
スマホ

アプリで実績
確定

＜各拠点＞

＜各拠点＞ ＜事務所＞

請求情報の
ダウンロードが

可能

配送情報
シェアリングプラットフォーム

↑取引先側で配送依頼登録
をしてもらうことも可能
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STEP2:運送会社同士の運行便情報の共有による効率的な配車を実現 ※運送会社の収益改善

めざしていること（STEP2：輸送能力の維持・改善）

ご利用前 ご利用後 メリット

1 自社内での改善検討もしく
は属人的な繋がりを利用し
た改善調整

車両・コース単位の運行
情報を可視化。PF上の
運送会社同士で共有。
(求貨・求車情報提供)

運送会社同士の荷物の融通促
進による赤字運行コースの削減

※イメージです。
サービス提供開始時点では
一覧表での情報提供です。

具体的に見込める効果
□経費削減 ＊走行距離削減

・燃料代、労務費、高速料金
・メンテナンス代 など

□リスク削減 ＊運行時間確保

・信頼消失（遅納、欠品の削減）
・人的リソース消失（事故、違反の抑止）
・社会的地位消失

□環境貢献
・CO2削減
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STEP3：サプライチェーンのステークホルダ間でデータ連携させ、物流ネットワークの最適化

めざしていること（STEP3：サプライチェーン全体の効率化）

ご利用前 ご利用後 メリット

1 運べないことがビジネス制約 求貨・求車機能（予
定）により、届けられる可
能性が高まる

ビジネス拡大

2 商品原価（原料代、物流
費など）高騰への対応を小
売から求められる。

混載配送の活用による配
送コストの高騰抑止の可
能性がある

商品原価高騰抑止による取引
維持

ご利用前 ご利用後 メリット

1 センター納品車両の積み荷
がわからない

車両に対する積載情報が
可視化

事前準備、受付業務の効率化
入荷から出荷までの時間短縮

2 車両が入ってくるタイミング、
出ていくタイミングをコントロー
ルできない

車両位置情報を把握
（到着を早期把握）

荷降し、積込の自動化、省人
化コントロールに活用

3 チャーター配送主体 混載配送利用の促進 混載配送による配送コスト削減

＜発荷主（メーカー・卸）＞

＜着荷主（小売）＞
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⚫ 全体像

配送効率を向上させる「配送情報シェアリングプラットフォーム」
①拠点情報管理
・積降場所ﾙｰﾙ他
・中継ｽﾍﾟｰｽ管理
(積み替え利用)

・荷揃え情報
(ﾊﾞｰｽ利用連携)

②配送依頼
・配送契約管理
・配送依頼管理
・荷量計算
・荷主ｵｰﾀﾞ共有
・配送依頼共有

③配送計画
・配送計画作成編集
・ｽﾎﾟｯﾄ便求貨求車
(積載余地検索)

・配送計画自動作成

④運行管理
・ﾄﾞﾗｲﾊﾞ業務支援
・車両位置/積載把握
・配送実績管理
・車両積載情報共有

⑤運賃管理
・運賃タリフ作成
・運賃計算
・運賃支払い代行
(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通貨活用)

⑥経営ﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞ他
・運送会社SNS構築
・便別収支管理
(赤字運行抽出)

・定期便求貨求車
(共同運行検討支援)

・その他KPI情報

⚫ 機能リリースのロードマップ（計画中）

配送依
頼

(納品代行)
倉庫

発荷主
(メーカ・卸)

集荷

着荷主
(小売)

配送センター

発注

運送会社
（元請け）

運送会社
（下請け）

店配納品

配送情報シェアリングプラットフォームの機能概要
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＜スマホ用アプリ画面＞
ドライバーが配送依頼に対する作業実績を適宜入力

＜PC画面＞
発荷主:配送依頼登録、配送状況確認、運賃確認
運送会社:配送依頼に対する車両割付、配送状況確認

運賃確認
着荷主：配送状況確認

配送情報シェアリングプラットフォームの機能概要

・PC画面、スマホ用アプリを提供します。

XXXXX

XXXXX


